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株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに、第94期の会社概況についてご報告申し上げます。

▪第94期の業績について
　当連結会計年度（平成29年４月～平成30年
３月）における当社グループを取りまく経営環
境は、建設機械業界において、国内需要は下
期に排ガス規制による需要反動減が見られたも
のの、中国・東南アジア圏等の海外需要は堅
調に推移しました。自動車業界においては、国
内では軽・小型車の販売需要が全体をけん引し、
海外では欧米、中国を中心として需要が好調に
推移しました。
　このような状況下、当社グループの連結売
上高は、前期比150億円（14.5％）増収の
1,187億４千２百万円となりました。連結営業
利益は、特殊鋼鋼材事業において原材料価格
上昇等の影響により増益が小幅に留まる中、
ばね事業他の減益により、前期比６億４千１百 
万円（16.6％）減益の32億１千９百万円となり
ました。また、親会社株主に帰属する当期純
利益は、29億４百万円となりました。
　当期の期末配当につきましては、業績及び

財務・財政状況などを総合的に勘案した結果、
１株当たり35円とさせていただきましたので、
１株当たりの年間配当は60円となりました。
　本年は「2016中期経営計画」の中間地点で
ある３年目となります。ばねのグローバルサプラ
イヤー化では、欧州進出を果たしてグローバル
供給網が確立し、「特殊鋼をつくり加工する」モ
デルの強化は、インドネシアの特殊鋼メーカー
PT.JATIM TAMAN STEEL MFG.（J

ジャティム
ATIM社）

を子会社化して新たな局面へと進んでおります。
　今年度も戦略投資・研究開発強化・国内外
の基盤強化を推進するとともに、需要のあると
ころでの生産・販売を加速させ、中期経営計
画達成に向けて当社グループ一丸となり、総
力を挙げて取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご理
解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年6月

取締役社長

ご 挨 拶
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〉 連結売上高（単位：億円）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

1,187
1,065 1,037

1,187

〉 連結営業利益（単位：億円）

H26年度 H27年度 H28年度H28年度 H29年度

49.3
42.8 38.6

32.1

〉 連結経常利益（単位：億円）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

58.2

32.8 32.1 28.3

〉 親会社株主に帰属する当期純利益（単位：億円）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

35.4
24.8

35.0
29.0

業績の推移
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特殊鋼鋼材事業 ばね事業
売上高構成比

▪事業の状況について
　国内・輸出とも市況の回復により販売量が増加
し、また原材料価格上昇分に対する売価対応を進
め、売上高は、前期比127億６千５百万円（31.8 
％）増収の529億２千６百万円となりました。営
業利益は、売上増に伴う増益効果はあったもの
の、主原料価格に加え合金鉄・副資材の価格上昇
等によるコスト増の影響が大きく、前期比３億４ 
千６百万円（27.3％）増益の16億１千３百万円
に留まりました。

▪事業の状況について
　商用車輸出並びに建設機械向け需要の回復等が
あったものの、北米子会社における販売減及び為
替影響が大きく、売上高は、前期比11億６千４百 
万円（2.5％）増収の478億９千７百万円に留ま
りました。営業利益は、国内を中心とした販売増
による増益があったものの、海外拠点の立上げ費
用増及び北米子会社での減収と材料費用の増加に
よる影響を補えず、前期比５億７千７百万円

（39.3％）減益の８億９千万円となりました。

H26
年度
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年度
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年度

H29
年度

505
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529
〉 売上高（単位：億円）

H26
年度

H27
年度
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25.8

11.1 12.6
16.1

〉 営業利益（単位：億円）

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

501 481 467 478

〉 売上高（単位：億円）

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

10.4
14.8 14.6

8.9

〉 営業利益（単位：億円）

42.4%

売上高構成比

38.4%

セグメント別状況
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素形材事業 機器装置事業
売上高構成比

▪事業の状況について
　精密機械加工品の売上増や特殊合金粉末の拡販
等により、売上高は、前期比13億２千５百万円

（14.0％）増収の107億８千７百万円となりまし
た。営業利益は、合金原材料価格の上昇と、ター
ビンホイールの品質改善や新工場への移設に係る
費用増の影響により、前期比２億８百万円（60.0 
％）減益の１億３千８百万円となりました。

▪事業の状況について
　鍛圧機械の売上増があったものの、電力機器等
の売上減により、売上高は、前期比５千６百万円

（0.6％）減収の93億２千８百万円となりまし
た。営業利益は、電力機器の売上減の影響が大き
く、前期比２億１千３百万円（34.5％）減益の４ 
億６百万円となりました。
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年度
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〉 売上高（単位：億円）
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〉 営業利益（単位：億円）
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93 97 93 93

〉 売上高（単位：億円）
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5.5

10.0

6.1

4.0

〉 営業利益（単位：億円）

8.6%

売上高構成比

7.5%
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三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱
リフレッシュ投資・戦略投資

鋼材の海外進出

施　策

公表当初

施策変更後

内　　容 進捗状況
５年間で約130億円の戦略投資・老朽設備更新を計画

（３１億円実施済）

ばね事業との一貫モデル構築のため、海外進出（インド、北米等）への
進出を検討（協業・出資を含めた検討を慎重に進めている）

※進捗状況は、中期経営計画の各施策作業量を100%として完了割合を表記。色分けは計画に対しての進捗度合いです。
： 計画通りの進捗 ： 計画に対して若干の遅れ ： 計画に対して半年以上の遅れ

JATIM社連結子会社化を実現した一方、素形材のサブアッセンブリー
メーカーのM&Aを見送る等、施策内容の見直しを行っておりますが、
2020年度の目標については変更いたしません。

事業別売上構成の変化重点施策の進捗

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

①

急速なEV化、ディーゼル離れの流れもあり、M&Aについては見送り⑨
素形材一貫モデル構築
（ターボチャージャーサブ
アッセンブリーメーカー
との協業）【修正施策】

サブアッセンブリーメーカーとの業務提携による協業を検討中 20 40 60 80 100⑨’

素形材一貫モデル構築
（素材の自社生産）

精密鋳造用マスターヒート・精密機械加工品一貫モデル化推進
千葉製作所に真空溶解炉設備を導入（２０１８年下期）
粉末用ガスアトマイズ量産炉の新設（２０１９年上期）

20 40 60 80 100⑩

⑧

板ばねのグローバル拡販 タイ・インド向けは計画通り拡販中
顧客からの要請に応えるべく、インドネシア以外での生産を検討 20 40 60 80 100⑦

技術開発センター 各種試験設備の導入は計画通り
ＥＶプロジェクト始動 20 40 60 80 100⑥

シナジー強化
（横串）プロジェクト

コーポレートの機能強化（投融資委員会設置、グローバル管理支援室設置）
事業部を超えたグループ内シナジー創出の仕組みづくり

（営業本部制への移行による顧客の共有化、営業企画部との協働）
20 40 60 80 100⑤

鋼材のインドネシア拡販 建機・自動車・農機等向け引き合いは旺盛
拡販活動・承認活動を強力に推進中 20 40 60 80 100④

JATIM社連結子会社化
【次期中期案件の前倒】

インドネシア合弁事業（JATIM社)を連結子会社化
経営のスピードを速め、さらなる品質・コスト競争力の向上を推進中 20 40 60 80 100④+

ばねの技術開発力強化
自動車巻ばね用新材料開発完了　（軽量化率△１５％）
スタビライザ用高応力中空化開発完了　（軽量化率△20％）
樹脂ばねの開発については量産化に向けて推進中

20 40 60 80 100③

ばねのグローバル
供給網構築

メキシコ・中国スタビライザ、インド建機用ばね量産開始
ドイツばねメーカー（Ahle社)買収。スタビライザ・巻ばね設備新設計画
顧客要請に対応するため、ASEAN地区（タイ・フィリピン）への進出検討中

20 40 60 80 100②

2,5002,500
特殊鋼鋼材事業

ばね事業

素形材事業

機器装置事業

他・連結消去 2025
目標

1,700

610

630

340

160

1,065

406

482

91
98

1,116

6.3%

過去実績 2016中期経営計画 長期ビジョン

ROE/
売上高
（億円）

6.2%

4.2%

8.0%

1,187

2020
目標

２０１５

1,065

406

482

91
98

2013 2014

ROE

実績 実績実績

2,5002,500
特殊鋼鋼材事業

ばね事業

素形材事業

機器装置事業

2025
目標

1,700

750

640

170
130

1,037
1,187

1,116

6.3%ROE/
売上高
（億円）

6.2%

4.2%

8.0%

1,187

2020
目標

2018
予想

２０１５2013 2014

（注）上記表の記載数値は、表示単位未満を四捨五入して表示しております。

5.9%
4.7% 4.7%

ROE

実績 実績
２０１6
実績

２０１7
実績実績

1,400

402

467

95
94

529

479

108
93

712

503

114
106

(△35)(△22)(△21)

10.0%以上10.0%以上

10.0%以上10.0%以上

連結消去(△20)
他(30)

素形材一貫モデル構築
（ターボチャージャーサブ

アッセンブリーメーカーM&A）

2016中期経営計画の現況
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表彰式の様子 受賞候補 27 社に選出
Ahle 社の社員

ビレット連続鋳造機 シフティングリバース圧延機

電子顕微鏡設備

アーレ
　ばね事業のグローバルサプライヤー化実現に向けて進めていたドイツのばねメーカーGebrüder Ahle GmbH 
& Co. KG（Ahle社）の買収手続きが本年４月に完了しました。今後、名称はMSSC Ahle GmbH（予定）として、日
本・北米・中国既設拠点とのシナジー効果を発揮させ、グローバルでさらなる売上拡大につなげてまいります。

　当社は、本年１月にインドネシアの特殊鋼電炉メーカーであるJATIM社の株式を追加取得し、連結子会社とい
たしました。これにより、板ばね用素材及び特殊鋼丸鋼の品質とコスト競争力の向上をより一層加速させ、
ASEAN地域における自動車・建設機械などのお客様からの現地調達化ニーズへ迅速に対応してまいります。

　主要顧客であるダイムラーグループの三菱ふそうトラック・バス株式会社様より、本年２月にダイムラーサ
プライヤーアワード受賞候補にノミネートされ（サプライヤー数千社中の27社）、ドイツで行われた授賞式に
招待を受けました。これは、当社の三菱ふそうトラック・バス株式会社様との取引実績はもとより、ダイムラー
インドビジネスへの参入が高く評価されたためです。今後、ダイムラーグループのキーサプライヤーとしてプ
レゼンスを高め、さらなる拡販活動を推進してまいります。

　昨年12月技術開発センターに最新鋭の電子顕微鏡を導
入しました。本設備は、材料の使用条件をシミュレーション
しながら、リアルタイムに超高倍率で結晶方位の観察が可
能である等優れた特長を有しております。結晶方位は材料
の特性に影響を及ぼす重要な情報です。組織制御により新
しい材料開発を進めてまいります。

JATIM 社を連結子会社化

ばね事業が欧州へ事業進出

最新鋭の電子顕微鏡を導入

ダイムラーグループのキーサプライヤー表彰式に参加

懸架用巻ばね ２輪・４輪
リバウンドスプリング

電子銃

試料室

結晶方位図

780℃

製鋼工場 圧延工場

1,000℃

加
熱

常
温

加
熱

個々の結晶粒の方位がカラーで表示

ばね鋼溶融結晶観察例

試料の昇温、
歪み付与が可能

結晶方位測定
装置を装備

最高倍率
100万倍

結晶方位の挙動がリアルタイムで観察できる

トピックス
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表彰式の様子 受賞候補 27 社に選出
Ahle 社の社員

ビレット連続鋳造機 シフティングリバース圧延機

電子顕微鏡設備

アーレ
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& Co. KG（Ahle社）の買収手続きが本年４月に完了しました。今後、名称はMSSC Ahle GmbH（予定）として、日
本・北米・中国既設拠点とのシナジー効果を発揮させ、グローバルでさらなる売上拡大につなげてまいります。
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インドビジネスへの参入が高く評価されたためです。今後、ダイムラーグループのキーサプライヤーとしてプ
レゼンスを高め、さらなる拡販活動を推進してまいります。

　昨年12月技術開発センターに最新鋭の電子顕微鏡を導
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しながら、リアルタイムに超高倍率で結晶方位の観察が可
能である等優れた特長を有しております。結晶方位は材料
の特性に影響を及ぼす重要な情報です。組織制御により新
しい材料開発を進めてまいります。

JATIM 社を連結子会社化

ばね事業が欧州へ事業進出

最新鋭の電子顕微鏡を導入

ダイムラーグループのキーサプライヤー表彰式に参加
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装置を装備

最高倍率
100万倍

結晶方位の挙動がリアルタイムで観察できる
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（単位:百万円）

科　　目
前　期 当　期

平成28年４月１日〜
平成29年３月31日

平成29年４月１日〜
平成30年３月31日

営業活動による
キャッシュ・フロー 5,377 △4,520

投資活動による
キャッシュ・フロー △3,376 △6,975

財務活動による
キャッシュ・フロー 6,855 1,302

現金及び現金同等物に
係る換算差額 △242 △110

現金及び現金同等物の
増減額 8,613 △10,303

現金及び現金同等物の
期首残高 29,766 38,680

連結の範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の増減額 300 —

現金及び現金同等物の
期末残高 38,680 28,376

（単位:百万円）

科　　目
前　期 当　期

平成28年４月１日〜
平成29年３月31日

平成29年４月１日〜
平成30年３月31日

売上高 103,742 118,742

営業利益 3,861 3,219

経常利益 3,214 2,837

税金等調整前当期
純利益 5,370 5,830

当期純利益 3,807 2,918

親会社株主に帰属する
当期純利益 3,504 2,904

（注）1株当たりの当期純利益　188円 79銭

連結損益計算書の要旨 連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

（単位:百万円）

科　　目 前　期 当　期 科　　目 前　期 当　期
（平成29年３月31日） （平成30年３月31日） （平成29年３月31日） （平成30年３月31日）

（資産の部）

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

83,584

51,519

26,786

1,973

22,759

85,546

68,211

37,100

12,910

18,200

（負債の部）

流動負債 32,674 40,229

固定負債 35,356 41,323

負債合計 68,030 81,553

（純資産の部）

純資産合計 67,073 72,204

資産合計 135,104 153,757 負債純資産合計 135,104 153,757

連結貸借対照表の要旨

連結財務諸表

9



当社グループの概況（平成30年３月31日現在）
本 社 東京都中央区月島四丁目16番13号

※平成29年10月１日に上記住所に移転しました。
設 立 昭和24年12月
資 本 金 100億3百万円
研 究 所 技術開発センター、技術開発センター室蘭分室
事 業 所 千葉製作所、広田製作所
支 社 中部（名古屋）、西日本（大阪）
営 業 所 福岡、広島

アフターパーツ補給サービスセンター全国16ヵ所
海外事務所 デュッセルドルフ（ドイツ）
子 会 社 国内

  三菱製鋼室蘭特殊鋼株式会社
  三菱長崎機工株式会社
  丸中産業株式会社
  菱鋼運輸株式会社
海外
  PT. MSM INDONESIA
  PT. JATIM TAMAN STEEL MFG.
  MSSC CANADA INC.
  MSSC US INC.
  MSSC MFG MEXICANA, S.A. DE C.V.
  MSSC Ahle GmbH（予定）
  寧波菱鋼弾簧有限公司
  MSM SPRING INDIA PVT. LTD.
  MSM CEBU, INC.
  MSM（THAILAND）CO.,LTD.

当社の所有者別株式数（平成30年3月31日現在）

株主メモ

当社の役員（平成30年６月22日現在）

所有者 株数(千株) 構成比(%)
■ 金融機関 4,570 29.6
■ 金融商品取引業者 190 1.2
■ 事業法人・その他法人 3,210 20.8
■ 外国法人等 4,031 26.1
■ 個人・その他 3,436 22.3

合計
15,709千株

H29年度
中間

H28年度
期末

H28年度
中間

金融機関

金融商品
取引業者
事業法人・
その他法人

外国法人等

個人・
その他

H29年度
期末

(注) 平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合をもって株式
併合を実施するとともに、単元株式数を1,000株から100株に変更しております。
構成比は、自己株式270千株を控除して計算しております。

＊取 締 役 社 長 佐　藤 基　行
＊常 務 取 締 役 永　田 裕　之
　取 締 役 髙　島 正　之
　取 締 役 菱　川 　　明
　取 締 役 関　根 博　士
　取 締 役 天　野 　　裕
　取 締 役 高　山 　　淳
　取 締 役 飯　塚 康　彦
　取 締 役 山　尾 　　明
　常 勤 監 査 役 坂　本 泰　邦
　常 勤 監 査 役 早　坂 善　広
　監 査 役 関　根 修一郎
　監 査 役 中　川 徹　也

（注）1. ＊印は代表取締役であります。
 2.   髙島正之、菱川　明、坂本泰邦、関根修一郎、中川徹也の５氏

は会社法に定める社外役員であり、独立役員として株式会社東
京証券取引所に届け出ております。

（ご注意）
1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関(証券会社等)で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人(三菱
UFJ信託銀行)ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関(三菱UFJ
信託銀行)にお問合せください。

　  なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
4． 株主名簿管理人及び特別口座の口座管理機関の事務拠点の移転に伴い、平成29年8

月14日付にて上記のとおり変更しております。
（注） 本書の記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。 

また、比率は、表示単位未満を四捨五入して表示しております。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
同総会権利行使 3月31日株 主 確 定 日
期末配当の基準日 3月31日
中間配当の基準日 9月30日
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
℡0120-232-711（通話料無料）（平日9:00-17:00）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

公 告 の 方 法 電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.mitsubishisteel.co.jp/

会社概要
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http://www.mitsubishisteel.co.jp

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


